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　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く
お礼申しあげます。

　ここに、当社の目指すべき基本方針および第56期
（2015年４月１日から2016年３月31日まで）の事業
の状況につきまして、ご報告申しあげます。

■会社の経営の基本方針

　当社の経営理念『全従業員の物心両面の幸福を追求す
ると同時に、人類、社会の進歩発展に貢献する』のもと、
「全従業員が仕事を通して生きがいや働きがいなど人間
としての心の充実と経済的な豊かさを追求するととも
に、業界のトップリーダーとして常に技術を磨き、素晴
らしい商品を世に送り出すことで、人類、社会の進歩発
展に貢献する」企業づくりを目指しております。
　当社の使命は、パーティションのトップメーカーとし
て「お客様のそばには常に当社の商品があり、誰もが心
地よく感じるような空間」を提供していくことでありま
す。
　そのために、当社は常に「安心と信頼に裏付けられた
一流の商品とサービス」を追求し続け、お客様に貢献し
て成長し続けることに取り組んでおります。
　また、快適機能空間を創造する当社といたしまして
は、本来パーティションが持つべき「環境にやさしい商
品」の特性を活かした事業への取り組みや、お客様の付
加価値向上を目指した技術の開発などにより、多くのお
客様に喜んでいただき、信頼が得られる事業活動を推進
しております。

■当社を取り巻く情勢

　2016年３月期におけるわが国経済は、政府による積
極的な経済政策や金融政策などを背景に、企業収益の改
善や雇用・所得環境の改善が続くなか、景気は緩やかな
がら回復基調で推移しました。
　しかしながら、中国をはじめとした新興国の景気減速
などの情勢不安は、少なからず日本経済にも影響を与
え、先行き不透明な状況となっております。

■売上高について

　当社はオフィス市場や医療・福祉施設向けの営業活
動、新築工事などに対し、当社製品を設計段階で推薦し
ていただく活動（以下「設計織込活動」という。）を強
化し、お客様のニーズに合った提案やサービスの提供を
行うことに重点をおき活動いたしました。
　オフィス市場におきましては、特に首都圏のオフィス
移転工事などを狙いとしたデザイン提案活動や、新築工
事などの設計織込活動を強化した結果、売上高は前年同
期比4.7％の伸張となりました。
　医療・福祉施設向けの活動におきましては、当社が予
測した以上に医療・福祉施設の着工計画が下回ったこと
により、売上高は前年同期比10.8％の減少となりまし
た。
　その他には、工場用の間仕切り需要が増加し、工場市
場の売上高は前年同期比29.8％の伸張となりました。
　その結果、売上高は311億６百万円（前年同期比
2.1％増）となりました。

■損益について

　損益面では、販売単価の改善を進めるとともに、製造
部門を中心とした収益管理の強化や原価低減活動に全社
を挙げて取り組んだ結果、売上総利益率は41.1％（前
年同期比0.5ポイント改善）となりました。
　営業利益は18億58百万円（前年同期比21.0％増）、
経常利益は18億46百万円（前年同期比12.7％増）、親
会社株主に帰属する当期純利益は10億79百万円（前年
同期比33.4％減）となりました。
　なお、親会社株主に帰属する当期純利益が減少した理
由につきましては、2015年３月期に格満林（南京）実
業有限公司の全出資持分譲渡に伴い、関係会社株式売却
益を計上したことなどによるものです。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援
ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

■トップメッセージ

代表取締役　社長執行役員　塚本 幹雄
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■中期経営計画

■中期経営計画　2016－ 2018

　当社グループは、経営理念のもと「全従業員が仕事を通して生きがいや働きがいなど人間としての心の充実と経済的
な豊かさを追求するとともに、業界のトップリーダーとして常に技術を磨き、素晴らしい商品を世に送り出すことで、
人類、社会の進歩発展に貢献する」企業づくりを目指しております。

　そこで当社グループは、2016年３月期を初年度とする中期経営計画を策定し、企業価値の最大化を図り、売上高営
業利益率10％、ROE（株主資本利益率）８％以上を目指してまいります。

●中期経営計画の経営戦略

2016年３月期 2017年３月期 2018年３月期
売上高 31,700百万円 33,900百万円 36,000百万円
営業利益 1,800百万円 2,770百万円 3,620百万円
経常利益 1,840百万円 2,820百万円 3,670百万円
親会社株主に帰属する当期純利益 1,070百万円 1,820百万円 2,460百万円
売上高営業利益率 5.7％ 8.2％ 10.1％

（2015年５月22日開示）
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経常利益

●2016年３月期の実績
　当社グループの中期経営計画の初年度は、売上高などで一部未達成ではありますが、おおむね計画通りに推移してお
ります。

・�人間として正しいことを追求する精神と、プロとして広く社会に貢献
できる技術をもつ人材の育成を行ってまいります。

・�一人一人の人間性を尊重し、活躍の場を与えられる制度により、常に
明るく前向きに活動できる企業風土づくりに努めてまいります。

経営戦略

人材育成・企業風土

・�受注から設計、生産、施工に至るまで
の徹底したロスの排除による業務の整
流化を実施し、総原価の低減と付加価
値の向上に努めてまいります。

・�一流の技術と精神を兼ね備えた施工技
術者の育成を推進し、施工の品質なら
びに顧客満足度の向上を図ってまいり
ます。

製造・施工

・�企業価値を増大させていくために、経
営の効率を高め、公正で迅速な意思決
定の向上に努めてまいります。

・�経営の健全化および透明性を確保する
ために、コーポレート・ガバナンスの
更なる充実を図ってまいります。

コーポレート・
ガバナンス

・�重点市場をオフィス市場、医療・福祉
市場、工場市場、学校市場とし、より
お客様との接点を増やすことによっ
て、当社のファン増大に努めてまいり
ます。

・�海外では、需要が見込める中国および
東南アジアにおいて、パーティション
の市場創出を図ってまいります。

販売・マーケティング

・�商品開発プロセスの高次化を図ること
により、お客様視点を捉えたスピー
ディな商品開発に努めてまいります。

・�パーティションのリーディングカンパ
ニーとして、安心性能、ユニバーサル
デザインなど、人や環境に優しいパー
ティションの研究を継続的に進めてま
いります。

研究開発
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■コーポレート・ガバナンス

■報酬諮問委員会、指名諮問委員会■コマニーのコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

■社外役員の独立性に関する基準

■取締役および監査役

　当社は、取締役会の諮問機関として「報酬諮問委員会」を設置し運用してまいりましたが、2015年6月25日の当社
取締役会の決議により「報酬諮問委員会」を改組し、併せて「指名諮問委員会」を新たに設置いたしました。両委員会は、
社外役員が構成員の過半数を占めており、役員報酬や役員人事等に関する重要事項について取締役会に先立って審議を
行っております。このような取り組みにより、コーポレート・ガバナンスの重要な事項の意思決定に際して、透明性の
確保を図っております。

　当社は、経営の理念を『全従業員の物心両面の幸福を
追求すると同時に、人類、社会の進歩発展に貢献する』
とし、そこに集う全従業員の物と心の両面の幸福を追求
し、そして、人間として正しい考え方を貫いた事業の発
展によって、社会に貢献することを掲げております。こ
の経営の理念をもとに、企業価値を増大させ、経営の効
率を高め、公正で迅速な意思決定の向上に努めることが
コーポレート・ガバナンスの基本であると考えておりま
す。
　さらに、経営の健全性および透明性を確保するため
に、経営監督機能および法令遵守体制の強化がますます
重要性を増していると認識し、コーポレート・ガバナン
スの充実を図っております。
　主な取り組みとしては、報酬諮問委員会および指名諮
問委員会の設置、社外役員の独立性に関する基準の策定
等を行い、2017年3月期には社外取締役を1名増員し、
さらなる経営の透明性と客観性の向上を図りました。ま
た、「コーポレートガバナンス・コード」に対する取り組
みについては、コーポレート・ガバナンス報告書により、
2015年12月および2016年2月に東京証券取引所およ
び名古屋証券取引所に提出を行い、公表しております。
（当社ウェブサイト https://www.comany.co.jp/ir/
management/governance/）

　社外役員の選任にあたり、取締役会の意思決定における客観的な透明性を確保するため、新たに「社外役員の独立性
に関する基準」を策定し、東京証券取引所および名古屋証券取引所の基準と併せ、社外取締役および社外監査役の独立
性の基準をより明確化いたしました。
（当社ウェブサイト https://www.comany.co.jp/ir/management/governance/）

　当社の取締役は9名で構成されており、社外取締役は1名を増員し3名としております。取締役会は、当社の経営方針
の決定、重要な職務遂行の決定、経営陣による職務執行を監督する責務、内部統制システムを構築する責務等を担って
おります。2016年1月には、2015年に引き続き2回目となる取締役会の実効性を分析・評価するための取締役および
監査役による取締役会自己評価を行い、取締役会運営のさらなる充実を図っております。
　監査役は社外監査役2名を含む4名で構成されており、監査役会において定めた監査方針・監査計画に基づいて、取締
役会等の重要な会議に出席し、取締役の職務執行を監査しております。また、代表取締役、会計監査人・内部プロセス
監査部等と定期的にミーティングを行い、内部統制の整備・運用状況を確認しております。社内各部署および当社グ
ループ各社の監査にあたり、内部プロセス監査部と連携して、取締役・使用人からの事情聴取、実地調査等を行ってお
ります。

株主総会

選任・解任 選任・解任 選任・解任

監査

指揮・
命令 

報告

監査

連携

連携

連携

会計
監査

会計監査

指揮・
命令

内部監査

報告報告 指揮・命令

報告指揮・
命令

報告

指揮・命令

監督 報告

取締役会
(社外取締役を含む)

代表取締役 社長執行役員

常務会

報酬諮問
委員会

指名諮問
委員会

担当執行役員 コマニーグループ
経営会議

賞罰諮問委員会

内部プロセス
監査部

各事業
部門

グループ
会社

(子会社)
(関連会社)

監
査
法
人

監
査
役(

会)[

半
数
以
上
の
社
外
監
査
役]

コンプライアンス・リスク
マネジメント委員会

●コーポレート・ガバナンス体制の模式図
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■事業・商品紹介

●事業内容
　当社の使命は、パーティションのトップメーカーとして『お客様のそばには常に当社の商品があり、誰もが心地よく
感じるような空間』を提供することであります。
　今後も、パーティションを通じて、お客様のお役に立つ空間づくりに貢献してまいります。

●ニュース
　コマニーの直近の活動や取り組みをピックアップしてご紹介いたします。

情報やアイデアがビジネスの
鍵を握る時代。コマニーがつ
くるのは単なる事務所ではな
く、新たな知と価値を生み出
す創造空間としてのオフィス
です。集中や交流、リラック
スと、企業で働く方々のニー
ズにきめ細かくお応えします。

心と身体を癒す医療・福祉の
現場には、機能性が高いだけ
でなく、安心感も与えられる
やさしいデザインを。高齢者
の方や身体の不自由な方も利
用される空間なので、快適に
過ごしていただけるようユニ
バーサルデザインを研究開発
しています。

作業環境を一新した新塗装工場を完成させました。当社の得意
とする塗装技術を機能性・品質において更に向上、生産量30％
増にも対応させ、多様化するお客様のニーズに迅速にお応えい
たします。

本社第四工場内に間仕切歴史館を開設しました。工場見学をさ
れるお客様や従業員に対して、当社のこれまでの歴史やパー
ティションをより知っていただく場所として活用いたします。

●当社商品のご紹介
　快適・機能空間を創造し、お客様のお役に立つ商品を提供し続けております。

●社会貢献活動
　私たちは従業員自らの良心によって主体的に活動することを基本に考え、将来に渡って子供たちに明るい未来を残す
ことができるよう、地域貢献、日本貢献、世界貢献を実施してまいります。

オフィス 医療・福祉施設

「間仕切歴史館」を開設しました

コマニーでは、玄関ドアに後付が可能な
オートロック錠の普及を推進していま
す。ドアを閉めるだけで鍵がかかるため
閉め忘れることがなく、スマートキーを
携帯することで解錠はワンタッチ。「安
心・安全・快適」な毎日を送ることがで
きます。いまお使いの玄関ドアに、１時
間程度で取り付け工事が完了します。

あらゆる方にとって使いやすい
「ユニバーサルデザイン」の考え
方 で 開 発したトイレブ ースが

「Dear-d（ディアード）」です。車
椅子を利用している方や、目の不
自由な方など、利用される方の視
点で細かなデザインや動きをてい
ねいに検討し、形にしました。空
港や駅、公共施設など、多くの方
が集まる空間で活躍しています。

オートロック錠・DECIMEL（デシメル） ユニバーサルデザイントイレ・Dear-d

チャリティーイベント
コマフェス2105・SUMMER

新入社員
南三陸ボランティア

カンボジア
井戸堀り支援

機械や生産される製品ではな
く、作業者や見学者など、工
場内で活動する方の視点に
立って、心地よい空間をご提
案します。「人」を中心に捉え
ることでチームワークやモチ
ベーションが向上し、結果的
に効率化が図られるのです。

教育施設に設置される製品は、
安全性を重視するコマニーに
おいても、特に厳しい試験を
クリアしたものばかり。知性
と感性を育む環境をつくるた
め、移動パーティションを開
発するなど、学校空間の既成
概念にとらわれず、自由な発
想で提案しています。

工場施設 教育施設

「新塗装工場」が稼働しました

募金活動、職場見学、模擬店などを通して、
楽しみながら地域貢献活動を実施しました。

現地での、ボランティア活動を通して被災地
へ貢献すると同時に、感謝の気持ちを持つこ
との大切さを学びました。

井戸を寄贈するために訪問し、井戸掘りを行
いました。支援物資も届け、子供たちの笑顔
を見ることができました。
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■連結業績ハイライト

売上高

親会社株主に帰属する
当期純利益

営業利益

１株当たり当期純利益

経常利益

配当

（注）１．‌�「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年9月13日）等を適用し、2016年3月期より、従来の「当期純利益」を「親会社株主に帰属する当期純利益」
としております。

　　 ２．2016年3月期の配当につきましては、中間配当17円、期末配当17円および東証上場記念配当3円となります。

311億6百万円
（前年同期比　2.1%増）

10億79百万円
（前年同期比　33.4%減）

18億58百万円
（前年同期比　21.0%増）

121円26銭
（前年同期比　33.4%減）

18億46百万円
（前年同期比　12.7%増）

1株につき37円
(前期より5円増配)

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 6月開催

基 準 日 定時株主総会・期末配当� 3月31日
中間配当　　　　　　� 9月30日

上 場 取 引 所 株式会社東京証券取引所
株式会社名古屋証券取引所

公 告 方 法 電子公告
但し、事故その他やむを得ない事由によ
って電子公告による公告ができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。

公告掲載ＵＲＬ https://www.comany.co.jp/

証券コード番号 7945

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 0120-782-031
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の
本店および全国各支店で行っております。

配当金のお支払い	
に つ い て

配当金は、当社定款の定めにより、支払
開始の日から満3年を経過するとお支払い
ができなくなりますのでご注意ください。

　発行可能株式総数 36,000,000株
　発行済株式総数 9,924,075株
　単元株式数 100株
　株主数 2,817名

●大株主／上位10名（2016年3月31日現在）

株主メモ

■ 個人・その他　
　 5,583,089株
　 56.26%

その他国内法人 ■
　2,228,696株
　22.46%

外国人 ■
　52,700株
　0.53%

証券会社 ■
　96,761株
　0.97%

自己株式 ■
　1,025,127株
　10.33%

■ 金融機関　
　 937,702株
　 9.45%

■株式情報

（注）�当社は自己株式1,025,127株を保有しておりますが上記の大株
主からは除いております。また、持株比率は自己株式を控除し
て計算しております。

●株式の状況（2016年3月31日現在）

株主名 持株数（株） 持株比率（%）
株式会社コマツコーサン 923,300 10.37
コマニー従業員持株会 681,665 7.66
コ マ ニ ー 共 栄 会 676,664 7.60
株 式 会 社 北 陸 銀 行 444,002 4.98
𠮷 田 敏 夫 265,500 2.98
株 式 会 社 北 國 銀 行 260,000 2.92
木 村 直 子 223,296 2.50
塚 本 幹 雄 208,000 2.33
塚 本 清 人 200,600 2.25
白 栄 隆 司 179,900 2.02

9 10



●ウェブサイトのご案内
当社はウェブサイトに
おいて、製品情報、決
算情報や、各種IR資料
を掲載しております。
https://www.comany.co.jp/

●創立55周年スペシャルサイト
当社は創立55周年
を迎え、「創立55
周年スペシャルサ
イト」を作成しま
した。
http://gogo.comany.co.jp/

■会社概要

●会社概要（2016年3月31日現在）
社　名 コマニー株式会社

（英訳名　COMANY INC.）
本　店 石川県小松市工業団地一丁目93番地
設　立 1961年8月18日

●役員（2016年6月28日現在）
取締役および監査役
代 表 取 締 役
社長執行役員 塚本　幹雄
代 表 取 締 役
副社長執行役員 塚本　清人
取 締 役
常務執行役員 堀口　勝弘
取 締 役
常務執行役員 塚本　健太
取 締 役
常務執行役員 元田　雅博
取 締 役
常務執行役員 松永　達雄

執行役員

常務執行役員 滝ヶ浦信一
常務執行役員 木村　繁美
執 行 役 員 中村　和久
執 行 役 員 浅日　俊行
執 行 役 員 道源　　浩
執 行 役 員 本田　　正
執 行 役 員 山本　克己
執 行 役 員 芋塚　　務

資本金 7,121百万円
従業員数 （連結）1,458名　（個別）920名
主な事業内容 パーティション（間仕切り）の開発、設計、

製造、販売および施工ならびにパーティ
ション関連の内装工事、建具工事

社 外 取 締 役 武田　　忍
社 外 取 締 役 中川　俊一
社 外 取 締 役 菊地　義信
常 勤 監 査 役 川口　幸一
常 勤 監 査 役 北村　秀晃
社 外 監 査 役 木村　禎一
社 外 監 査 役 松垣　哲夫

執 行 役 員 坂本　豊伸
執 行 役 員 中島　　力
執 行 役 員 談議所靖雄
執 行 役 員 石川　紀夫
執 行 役 員 塚本　直之
執 行 役 員 松下　和明
執 行 役 員 花木　茂晴

●Facebookページのご案内
　　　Facebookでも当社の情

報を掲載しております。
https://www.facebook.com/
comany.co.jp/

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。


